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高校数学における「事例収集型ジグソー法」（ECJ法）
―数学学習に関する学習過程モデルを理論的裏付けとしたジグソー法の一提案―













































































3 . 2 本稿にて設定した学習過程モデル


































稿は，ここで得られた分析と 3 . 2節において述べた学習過程モデルによって ECJ法を構築してい
く流れである．

















査する．まず我々は CoREF実践を形式的な原問題の有無について (1) 原問題あり，(2) 原問題な
し，(3) 不明，の 3つに分類した*5．ここで「形式的な」としたのは，授業の冒頭に原問題として
生徒に明示されているか，そうでないかを問題としているためである．この視点をもとに，CoREF











(1)原問題あり (2) 原問題なし (3) 不明 計
件数 91 62 3 156
4 . 2 Exp・Jig活動の課題・教材の関係性




























課題が「同質でない」ことを Exp課題の中の 1つが欠けた場合には Jig活動が成立しないことで
ある，と定めた．これにしたがえば，Exp課題が同質でないときは「分割・統合型」であり，Exp
課題が互いに同質であるときは「特殊化・一般化型」であるといえる．さらに「特殊化・一般化型」

































表 3 CoREF実践の Exp活動と Jig活動の教材の関連性
(1) 分割・統合型 (2) 特殊化・一般化型 (3) 不明 計
件数 125 27 4 156
*6CoREF 実践のそれぞれは S+(3 桁の番号) によって番号づけされている．
*7Exp 教材には例えば，2x = 3 となる数 x は無理数であることを証明するために「なぜ x = n
m
とするのか」や












にこの考えを 3 . 2節で述べた学習過程モデルと組み合わせることによって，「特殊化・一般化型」の
ジグソー法は数学学習の上で大変効果的な手段になりうると我々は考える．



















表 4 CoREF実践における Exp活動にて「反省」の段階の有無
「反省」あり 「反省」なし 不明 計









アイデアは 4 . 2節にある黒木（1999）の数学は「帰納の学問」であるということからきている．ま































図 3 学習過程モデルに沿った ECJ法の流れ

















• 数学学習に関する学習過程モデル「(1) 操作，(2) 反省，(3) 分析」を理論的裏付けとしている．
• Exp活動に「(1) 操作」と「(2) 反省」の段階，Jig活動に「(3) 分析」の段階が含まれている．
• 学習目標・テーマが Jig活動に内包されている．原問題の有無は問わない．
• 「特殊化・一般化型」に分類される．




































































6 . 2 CoREF実践での例
CoREF実践の中で ECJ法とよべる実践を紹介する．4 . 2節，4 . 3節の視点から，その実践が
ECJ法であるためには，「特殊化・一般化型」であり，Exp活動に「反省」の段階が含まれている必
要がある．この基準にしたがうと CoREF実践の中で，この 2点が満たされているものは 17件あ































操作，(2) 反省，(3) 分析」を実現するための方法は ECJ法だけに限るわけではない．例えば日本
の伝統的な方法である「練り上げ」という方法でも実現できるだろう．逆にジグソー法に対して理
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